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＜ライオンズクエストとは＞ 

青少年に生きる力を身に付けさせることを目的とした、ライオンズクラ
ブ国際協会とライオンズクラブ国際財団のプログラムです。目標は、青少
年が日常生活で生じるさまざまな問題や困難に対応する能力を育て、マイ
ナス行動の誘惑に打ち勝つことが出来るよう指導することにあります。 

 

 
＜なぜ必要か＞ 
   これまで、よりよく生きるために必要な能力は、生活の知恵やコツとし

て、親から子どもへ躾というかたちを通して、また、年上の者から年下の
者へ、友達同士の交わりの中で、無意識に体験的に伝えられてきました。
しかし、少子化､テレビ視聴、塾通いなどの傾向が強まる中で、両親や年長､
年少児との接触が減少し、人間関係が希薄化するに伴って、伝承の機会が
極めて少なくなってきています。これまで思いつきや偶然に身についてい
た「よりよく生きるために必要な技術的能力」を、きちんと整理し、体系
化し、理論化して、確かな形成を図ろうとするのがライオンズクエストで
す。このプログラムは、飲酒、喫煙、薬物乱用、いじめ、不登校、暴力、
早期の性交と若年妊娠など、さまざまな問題や困難に対し、その有効性が
示されています。この様なことからライオンズクエストの紹介をし、普及
をはかることによって、子どもたちに必要な力を補ってやれば、幸福な人
生の基礎となるのではないでしょうか。 

 
 
＜歴史的にみると＞ 
   1975年、一人の大学生、リックリトルの「学校では、勉強以外に生きる

上で、必要となる力を教える必要がある。」という信念から生まれました。
LCIFは、1984年にクエストインターナショナルとの共同作業を開始。2002
年 6月に、このプログラムの著作権を、国際青少年育成財団から買い取り、
世界 30カ国以上の教育現場で効果を上げています。 

 
 
＜加西ライオンズの取り組みについての検討＞ 
１、 市内の教育機関や教育関係者にパンフレット等で紹介する。 
２、 中学校で体験会の実施。 
３、 教育関係者と体験会の評価。 
４、 ワークショップ（講習会）の情報提供。 
５、 ワークショップ（講習会）の参加費援助。 
６、 ワークショップ（講習会）の開催。 

 
 
＜費用はどれぐらいかかるか＞ 
 ・体験会 
   講師謝礼 20000円＋東京からの往復交通費。 
 ・ワークショップ 

個人参加の場合。参加費 12000円＋会場までの往復交通費＋宿泊費。 
 加西市で開催する場合。開催費、約 600,000円（20人程度）必要。 


